
(57)【要約】

【課題】３次元計測時間を短縮可能な超音波プローブを

提供する。

【解決手段】超音波プローブ２は、被検体に超音波を送

波すると共に被検体からの反射エコー信号を受信する振

動子４６１ ～４６ｎ ＋ １ を複数配列してなる振動子群３

６１ ～３６４ を間隔を持たせて複数配設してなる探触子

ユニット１０と、振動子群３６１ ～３６４ をその配設方

向に走査させる駆動部１１とを備えて構成する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 体 に 超 音 波 を 送 波 す る と 共 に 前 記 被 検 体 か ら の 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 振 動 子 を 複
数 配 列 し て な る 振 動 子 群 を 間 隔 を 持 た せ て 複 数 配 設 し て な る 探 触 子 部 と 、 前 記 振 動 子 群 を
そ の 配 設 方 向 に 走 査 さ せ る 駆 動 部 と を 備 え て な る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
被 検 体 に 超 音 波 を 送 波 す る と 共 に 前 記 被 検 体 か ら の 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 振 動 子 を 複
数 配 列 し て な る 振 動 子 群 を 間 隔 を 持 た せ て 複 数 配 設 し て な る 探 触 子 部 と 、 前 記 振 動 子 群 を
そ の 配 設 方 向 に 走 査 さ せ る 駆 動 部 と を 有 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 該 超 音 波 プ ロ ー ブ に 駆 動
パ ル ス を 供 給 す る 送 信 部 と 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 波 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信
す る 受 信 部 と 、 該 受 信 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 を 整 相 す る 整 相 部 と 、 該 整 相 さ れ た 反 射 エ コ
ー 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 を 再 構 成 す る 画 像 構 成 部 と 、 該 構 成 さ れ た 画 像 を 表 示 す る 表
示 部 と 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 駆 動 条 件 を 可 変 設 定 す る 入 力 部 と 、 前 記 各 構 成 部 を 制 御 す
る 制 御 部 と を 備 え 、
前 記 制 御 部 は 、 可 変 設 定 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ の 駆 動 条 件 に よ り 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 走
査 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 入 力 部 は 、 前 記 駆 動 部 に よ り 移 動 さ れ る 前 記 複 数 の 振 動 子 群 の 移 動 変 位 、 移 動 速 度 、
移 動 始 点 、 移 動 終 点 の 少 な く と も １ つ を 可 変 す る 手 段 を 備 え て な る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音
波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 及 び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を 取 得 す
る の に 好 適 な も の に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 被 検 体 の 体 表 に 当 接 し て 或 い は 体 腔 内 に 挿 入 し て 、 観 察 部 位 に 超 音 波
を 送 波 す る と 共 に そ の 観 察 部 位 か ら 発 生 し た 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る も の で あ る 。 そ し
て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 （ 例 え ば 断 層
像 、 血 流 像 ） が 超 音 波 診 断 装 置 に よ り 再 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て 、 例 え ば 心 臓 な ど を 立 体 的 及 び 多 面 的 に 診 断 す る た め
、 ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 用 の 反 射 エ コ ー 信 号 （ デ ー タ ） を 取 得 す る も の が 知 ら れ て い る 。 例
え ば 、 振 動 子 を 複 数 配 列 し て な る 単 一 の ア レ イ 振 動 子 を 機 械 的 に 被 検 体 の 体 表 に 沿 っ た 方
向 に 往 復 運 動 さ せ な が ら 、 ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 用 の デ ー タ を 取 得 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ が 知
ら れ て い る 。 ま た 、 肋 骨 な ど の 超 音 波 遮 蔽 物 体 の 隙 間 か ら 心 臓 な ど を 診 断 す る た め に 、 肋
骨 の 隙 間 の 体 表 近 傍 に 仮 想 回 転 軸 を 設 定 し 、 そ の 仮 想 回 転 軸 を 軸 芯 と し て 単 一 の ア レ イ 振
動 子 を 機 械 的 に 揺 動 さ せ な が ら デ ー タ を 取 得 す る も の も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ３ ８ ９ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 単 一 の ア レ イ 振 動 子 を 機 械 的 に 移 動 さ せ る 超 音 波 プ
ロ ー ブ で は 、 例 え ば 心 臓 の よ う に 時 間 の 経 過 と 共 に 形 態 が 変 化 す る 部 位 の ３ 次 元 超 音 波 画
像 を 取 得 す る 場 合 に は 、 画 像 に ち ら つ き や 歪 み な ど が 生 じ る こ と が あ る 。 す な わ ち 、 ア レ
イ 振 動 子 を 走 査 範 囲 の 始 点 か ら 終 点 ま で 機 械 的 に 移 動 さ せ る 場 合 、 ア レ イ 振 動 子 を 移 動 さ
せ る 駆 動 部 に 負 荷 が か か ら な い よ う に 、 設 定 で き る 移 動 速 度 の 最 大 値 が 制 限 さ れ る こ と か
ら 、 ア レ イ 振 動 子 が 始 点 か ら 終 点 ま で の 距 離 を 移 動 す る の に 一 定 以 上 の 時 間 が 必 要 と な り
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、 ３ 次 元 画 像 計 測 に 時 間 が か か る 。 そ の た め 、 計 測 時 間 内 に 心 臓 の 形 状 が 変 化 す る こ と が
あ り 、 取 得 し た 一 連 の 画 像 に ち ら つ き や 歪 み が 生 じ る こ と が あ る 。 そ の 結 果 、 そ の 画 像 か
ら 視 覚 的 に 的 確 な 診 断 結 果 を 得 る た め に は 、 検 者 （ 例 え ば 医 者 ） は 熟 練 を 要 す る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 ３ 次 元 計 測 時 間 を 短 縮 可 能 な 超 音 波 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 解 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 被 検 体 に 超 音 波 を 送 波 す る と 共 に 被 検 体 か ら の 反 射 エ コ ー 信 号
を 受 信 す る 振 動 子 を 複 数 配 列 し て な る 振 動 子 群 を 間 隔 を 持 た せ て 複 数 配 設 し て な る 探 触 子
部 と 、 振 動 子 群 を そ の 配 設 方 向 に 走 査 さ せ る 駆 動 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ に よ り 、 複 数 の 振 動 子 群 を 間 隔 を 持 た せ て 配 設 し て い る か ら 、 そ れ ら を 同 時 に 移 動 さ
せ て 走 査 す る よ う に す れ ば 、 １ つ の 振 動 子 群 が 走 査 し な け れ ば な ら な い 範 囲 を 狭 く す る こ
と が で き る 。 つ ま り 、 単 一 の 振 動 子 群 に よ り 全 範 囲 を 走 査 す る 場 合 に 比 べ て 、 １ つ の 振 動
子 群 が 担 う 走 査 範 囲 を 減 縮 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 走 査 開 始 か ら 終 了 ま で の 時 間
を 短 縮 で き る た め 、 ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 の 計 測 時 間 が 短 縮 し て 超 音 波 画 像 の フ レ ー ム レ ー
ト を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 診 断 部 位 が 走 査 時 間 内 に 動 い た と し て も 、
単 一 の 振 動 子 群 を 用 い る 場 合 に 比 べ て 、 そ の 診 断 部 位 の 体 動 に 追 従 し た ３ 次 元 の 超 音 波 画
像 を 取 得 す る こ と が で き 、 画 像 の ち ら つ き や 歪 み な ど を 低 減 し て 的 確 な 診 断 を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 場 合 に お い て 、 複 数 の 振 動 子 群 を そ の 長 手 方 向 を 平 行 に し て 等 間 隔 を 持 た せ て 配 設 す
る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 複 数 の 振 動 子 群 を 無 作 為 に 配 設 す る 場 合 に 比 べ て 、 各 振
動 子 に 走 査 さ せ る 範 囲 を 的 確 に 決 定 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 走 査 範 囲 の 重 複 や 隙
間 の な い ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を 構 成 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 複 数 の 振 動 子 群 を 平 面 に 沿 っ て 配 設 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 複 数 の 振 動 子 群
を 平 面 に 沿 っ て 長 手 方 向 を 平 行 に し て 等 間 隔 を 持 た せ て 配 設 し 、 そ の 複 数 の 振 動 子 群 を 長
手 方 向 に 直 交 す る 短 手 方 向 に 往 復 運 動 さ せ な が ら 各 振 動 子 群 を 同 時 に 駆 動 す れ ば 、 単 一 の
振 動 子 群 を 用 い た 場 合 に 比 べ て 、 超 音 波 画 像 の フ レ ー ム レ ー ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 複 数 の 振 動 子 群 を 曲 面 に 沿 っ て 配 設 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 複 数 の 振 動 子 群
を 被 検 体 側 に 円 弧 状 に 突 出 し た 曲 面 に 沿 っ て 長 手 方 向 を 平 行 に し て 等 間 隔 を 持 た せ て 配 設
す れ ば 、 複 数 の 振 動 子 群 を 平 面 に 沿 っ て 配 設 す る 場 合 に 比 べ て 、 走 査 可 能 な 視 野 つ ま り 範
囲 を 拡 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 複 数 の 振 動 子 群 を 回 転 軸 に 軸 対 称 に 、 か つ 回 転 可 能 に 配 設 す る こ と が で き る 。 こ
の 場 合 、 複 数 の 振 動 子 群 を 回 転 軸 に 対 し て 長 手 方 向 を 平 行 に し て 等 間 隔 を 持 た せ て 配 設 し
て も よ く 、 ま た 、 回 転 軸 に 対 し て 長 手 方 向 が 放 射 状 に な る よ う に 配 設 し て も よ い 。 こ の よ
う に 構 成 す れ ば 、 例 え ば 胃 や 下 部 消 化 器 な ど の 体 腔 内 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 挿 入 す る こ と が
可 能 に な る 。 そ し て 、 挿 入 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ を 駆 動 部 に よ り 回 転 さ せ れ ば 、 単 一 の 振
動 子 群 を 機 械 的 に 回 転 さ せ て 全 範 囲 を 走 査 す る 場 合 に 比 べ て 、 走 査 時 間 が 短 縮 さ れ る の で
、 超 音 波 画 像 の フ レ ー ム レ ー ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 被 検 体 に 超 音 波 を 送 波 す る と 共 に 被 検 体 か ら の 反 射 エ
コ ー 信 号 を 受 信 す る 振 動 子 を 複 数 配 列 し て な る 振 動 子 群 を 間 隔 を 持 た せ て 複 数 配 設 し て な
る 探 触 子 部 と 、 振 動 子 群 を そ の 配 設 方 向 に 走 査 さ せ る 駆 動 部 と を 有 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ と
、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 駆 動 パ ル ス を 供 給 す る 送 信 部 と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 波 さ れ た 反
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射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 受 信 部 と 、 受 信 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 を 整 相 す る 整 相 部 と 、 整 相
さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 を 再 構 成 す る 画 像 構 成 部 と 、 構 成 さ れ た 画 像
を 表 示 す る 表 示 部 と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 駆 動 条 件 を 可 変 設 定 す る 入 力 部 と 、 各 構 成 部 を 制
御 す る 制 御 部 と を 備 え 、 制 御 部 は 、 可 変 設 定 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ の 駆 動 条 件 に よ り 超 音
波 プ ロ ー ブ を 走 査 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 場 合 、 駆 動 部 に よ り 移 動 さ れ る 複 数 の 振 動 子 群 の 移 動 変 位 、 移 動 速 度 、 移 動 始 点 、 移
動 終 点 の 少 な く と も １ つ を 入 力 部 に よ り 可 変 設 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 単 一 の
振 動 子 群 に 代 え て 複 数 の 振 動 子 群 を 用 い る 場 合 で も 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ つ ま り 対 話 的 に 複
数 の 振 動 子 群 の 駆 動 条 件 を 設 定 す る こ と が で き る か ら 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 操 作 性 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 い ず れ の 検 者 も 体 動 に 追 従 し た ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を 的
確 に 取 得 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 形 態 １ ）
本 発 明 を 適 用 し て な る 超 音 波 プ ロ ー ブ 及 び 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 １ 乃 至
図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し て な る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 断 面 図 で あ る
。 図 ２ は 、 本 発 明 を 適 用 し て な る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 １ の 超
音 波 プ ロ ー ブ の １ つ の 振 動 子 群 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 、 制 御 部 ３ ２ の 処 理 手 順 の 一 例 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 送 信 部 で あ る 送 波 パ ル ス 発 振 器 １ ２ 、 受 信 部 で
あ る 受 波 回 路 １ ４ 、 整 相 部 で あ る 整 相 回 路 １ ６ 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ８ 、 Ｍ モ ー ド 処 理 部 ２
０ 、 ド プ ラ 処 理 部 ２ ２ 、 画 像 構 成 部 ２ ４ 、 画 像 メ モ リ ２ ６ 、 デ ジ タ ル ス キ ャ ン コ ン バ ー タ
２ ８ 、 表 示 部 で あ る モ ニ タ ３ ０ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ８ 、 Ｍ モ ー ド
処 理 部 ２ ０ 、 ド プ ラ 処 理 部 ２ ２ 及 び 画 像 構 成 部 ２ ４ に よ り 画 像 処 理 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
超 音 波 プ ロ ー ブ ２ は 送 波 パ ル ス 発 振 器 １ ２ と 受 波 回 路 １ ４ と に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 被
検 体 と の 間 で 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ は 、 複 数 の 振 動 子 を 配 列 し て な る 振 動 子
群 （ 以 下 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト と 称 す る ） を 複 数 備 え た 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ と 、 各 探 触 子 ユ
ニ ッ ト を 走 査 方 向 に 移 動 さ せ る 駆 動 部 １ １ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 超 音 波 診 断 装
置 １ 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ に 制 御 部 ３ ２ が 接 続 さ れ 、 制 御 部 ３ ２ は マ ウ ス や キ ー ボ ー ド な
ど か ら な る 操 作 卓 ３ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 図 １ 及 び 図 ３ を 用 い て 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う
に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ は 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ と 駆 動 部 １ １ が ケ ー ス ３ ４ に 収 納 し て 形
成 さ れ て い る 。 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ は 、 長 手 方 向 を 平 行 に し て 等 間 隔 に 配 列 さ れ た 複 数
（ 図 示 例 で は 、 ４ つ ） の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 備 え て 構 成 さ れ 、 図 示 矢 印 ３ ５ 方 向 に
移 動 可 能 に 駆 動 部 １ １ に 保 持 さ れ て い る 。 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ は 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １

～ ３ ６ ４ を 樹 脂 等 に よ り 一 体 的 に 固 定 し て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 例 え ば 、 各 振 動 子 群 を
支 持 す る 支 持 体 に ネ ジ 止 め 等 で 機 械 的 に 固 定 し て も よ い 。 ま た 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ と
ケ ー ス ３ ４ と の 隙 間 ３ ７ は 、 空 間 で 超 音 波 が 伝 達 さ れ な い た め 、 液 体 の 超 音 波 伝 搬 物 質 が
充 填 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 伝 搬 物 質 は 、 流 動 性 の よ い 例 え ば 液 体 状 の 媒 体 （ 例 え ば 、 オ
イ ル な ど ） が 用 い ら れ る 。 ケ ー ス ３ ４ の 図 に お い て 下 面 （ 底 部 ） に 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ が 形
成 さ れ て い る 。 な お 、 ケ ー ス ３ ４ は 、 直 方 体 状 で あ る 必 要 は な く 、 適 宜 、 形 状 を 変 え る こ
と が で き る 。 ケ ー ス ３ ４ の 下 面 に 形 成 さ れ た 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ は 、 被 検 体 と の 接 触 面 で あ
り 、 そ の 境 界 面 で の 超 音 波 の 反 射 を 低 減 さ せ る た め 、 エ ポ キ シ 樹 脂 や シ リ コ ン ゴ ム な ど の
被 検 体 の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス と 近 い 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ に 面 す る 振
動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 底 面 は 、 超 音 波 射 出 面 と な る よ う に 配 設 さ れ 、 ２ 次 元 の 超 音 波 像
を 取 得 で き る ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 機 能 を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
各 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ は 同 一 に 形 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 振 動 子 群 ３ ６ １ は 図 ３ に 示
す よ う に 形 成 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 音 響 レ ン ズ を 取 り 除 い た 振 動 子 群 ３ ６ １ の 構 成 例 を 示
し て い る 。 図 示 の よ う に 、 振 動 子 群 ３ ６ １ は 、 被 検 体 に 超 音 波 を 送 波 す る と 共 に 被 検 体 か
ら の 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 複 数 の 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ （ ｎ ： 自 然 数 ） 、 マ ッ チ
ン グ 層 ４ ８ １ ～ ４ ８ ｎ ＋ １ 、 バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ 及 び 配 線 基 板 で あ る フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ ０

１ な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ は 、 短 柵 状 の 例 え ば 圧 電 セ ラ ミ ッ ク に よ り 形 成 さ れ て お り 、 長
手 方 向 を 平 行 に 等 間 隔 に １ 次 元 配 列 さ れ て い る 。 そ の 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ は 、 送 信
パ ル ス 発 振 器 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 電 気 パ ル ス を 機 械 振 動 に 変 換 し て 超 音 波 を 被 検 体 に 射 出
す る 一 方 、 被 検 体 か ら 発 生 し た 超 音 波 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 機 能 を 有 し て い る 。 ま た 、 振
動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ の 各 底 面 す な わ ち 超 音 波 射 出 面 に 、 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ と
同 一 形 状 の マ ッ チ ン グ 層 ４ ８ １ ～ ４ ８ ｎ ＋ １ が 重 ね て 接 合 さ れ て い る 。 マ ッ チ ン グ 層 ４ ８

１ ～ ４ ８ ｎ ＋ １ は 、 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ か ら 発 生 さ れ た 超 音 波 を 被 検 体 に 伝 播 さ せ
る 一 方 、 被 検 体 か ら 発 生 し た 反 射 エ コ ー 信 号 を 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ に 伝 え る 音 響 整
合 層 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ ０ １ は 配 線 基 板 で あ り 、 送 信 パ ル ス 発 生 器 １ ２ 、 受 波 回 路 １ ４ な ど に
接 続 す る 配 線 ４ ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 同 様 に 、 振 動 子 群 ３ ６ ２ ～ ３ ６ ４ に も 、 フ レ キ シ
ブ ル 基 板 ４ ０ ２ ～ ４ ０ ４ 、 配 線 ４ ２ ２ ～ ４ ２ ４ な ど が 設 け ら れ て い る 。 複 数 の 配 線 ４ ２ １

～ ４ ２ ４ は 、 一 端 が そ れ ぞ れ フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ ０ １ ～ ４ ０ ４ に 接 続 さ れ 、 他 端 は 駆 動 部
１ １ の 内 壁 と ケ ー ス ３ ４ の 側 壁 に よ り 区 画 形 成 さ れ た 隙 間 ３ ７ を 介 し て ケ ー ブ ル ４ ４ と し
て ケ ー ス ３ ４ の 外 側 に 引 出 さ れ て い る 。 ま た 、 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ の 超 音 波 射 出 面
の 反 対 面 （ 背 面 ） 側 に 、 バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ が 重 ね て 設 け ら れ て い る 。 バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ は
、 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ か ら 超 音 波 射 出 面 の 反 対 面 側 の 方 向 に 放 射 さ れ た 不 要 な 超 音
波 を 減 衰 さ せ る と 共 に 、 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ の 機 械 的 振 動 を 静 め て 超 音 波 パ ル ス の
い わ ゆ る 尾 引 き 、 つ ま り 余 波 を 低 減 さ せ る 。 な お 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ ０ １ に は 、 信 号 線
、 グ ラ ン ド 線 が は ん だ 付 け な ど に よ り コ ネ ク タ を 介 し て 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ の 信 号 線
、 グ ラ ン ド 線 は 、 送 波 パ ル ス 発 振 器 １ ２ か ら の 電 気 パ ル ス を 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ に
印 加 す る と 共 に 、 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ か ら の 電 気 信 号 を 受 波 回 路 １ ４ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ と 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
被 検 体 の 体 表 に 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ の 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ の 部 分 を 当 接 さ せ る 。 次 い で 、 制 御
部 ３ ２ か ら の 指 令 に 基 づ い て 送 波 パ ル ス 発 振 器 １ ２ か ら 駆 動 パ ル ス が 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ の
振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に 印 加 さ れ 、 そ の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 各 超 音 波 射 出 面 か ら
超 音 波 が 被 検 体 に 射 出 さ れ る 。 被 検 体 の 観 察 部 位 か ら 発 生 し た 反 射 エ コ ー 信 号 は 、 振 動 子
群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に よ り 受 信 さ れ 、 受 信 さ れ た 複 数 の 反 射 エ コ ー 信 号 は 受 波 回 路 １ ４ を 介
し て 整 相 回 路 １ ６ に 入 力 さ れ る 。 一 の 振 動 子 群 に よ り 受 信 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 は 、 整 相
回 路 １ ６ に よ り 例 え ば フ ォ ー カ ス 位 置 か ら の 信 号 を 抽 出 す る た め に 整 相 遅 延 処 理 が 施 さ れ
、 そ れ ら を 加 算 処 理 し て 実 質 的 に 増 幅 す る 。 加 算 処 理 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 は 、 Ｂ モ ー ド
処 理 部 １ ８ に よ り 観 察 部 位 の 断 層 像 デ ー タ に 変 換 さ れ る 。 ま た 、 Ｍ モ ー ド 処 理 部 ２ ０ に よ
り Ｍ モ ー ド 像 デ ー タ に 変 化 さ れ る と 共 に 、 ド プ ラ 処 理 部 ２ ２ に よ り ド プ ラ 効 果 を 利 用 し た
ド プ ラ 像 デ ー タ 例 え ば 血 流 像 デ ー タ に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 画 像 構 成 部
２ ４ に よ り 画 像 メ モ リ ２ ６ 内 の 所 定 ア ド レ ス に 格 納 さ れ る 。 格 納 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 制
御 部 ３ ２ の 指 令 に 基 づ い て 画 像 構 成 部 ２ ４ に よ り 例 え ば ボ リ ュ ー ム レ ン ダ リ ン グ な ど の ３
次 元 画 像 構 成 技 術 に よ り ３ 次 元 画 像 デ ー タ と し て 再 構 成 さ れ る 。 再 構 成 さ れ た ３ 次 元 画 像
デ ー タ は 、 デ ジ タ ル ス キ ャ ン コ ン バ ー タ ２ ８ に よ り 表 示 用 の ３ 次 元 超 音 波 画 像 に 変 換 さ れ
、 変 換 さ れ た ３ 次 元 超 音 波 画 像 は 、 矩 形 の ３ 次 元 超 音 波 画 像 と し て モ ニ タ ３ ０ に よ り 表 示
さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 の 取 得 及 び 画 像 構 成 処 理 を 図 ４
に 示 す 制 御 部 ３ ２ の 処 理 手 順 に 沿 っ て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 制 御 部 ３ ２ の 処 理 手 順 の 一 例 で
あ る 。 以 下 、 各 処 理 を ス テ ッ プ ご と に 説 明 す る 。
ス テ ッ プ ６ ０ ： 駆 動 部 １ １ に 対 す る 駆 動 デ ー タ を 初 期 化 さ せ る 。 例 え ば 、 操 作 卓 ３ ３ か ら
、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ の 移 動 方 向 、 移 動 変 位 、 移 動 速 度 、 移 動 始 点 で あ る 初 期 位 置 、 移
動 終 点 で あ る 折 り 返 し 位 置 、 ３ 次 元 超 音 波 画 像 の 取 得 枚 数 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ の 口 径 選 択
な ど の パ ラ メ ー タ が 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ が 駆 動 部 １ １ に 入 力 さ れ
る 。
ス テ ッ プ ６ ２ ： 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ を 初 期 位 置 に 移 動 さ せ る 。 つ ま り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ
２ の 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ を 被 検 体 に 当 接 し た 後 、 ス テ ッ プ ６ ０ の 設 定 値 に 従 っ て 、 駆 動 部 １
１ が 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ を 走 査 開 始 位 置 に 移 動 す る 。
ス テ ッ プ ６ ４ ： 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ を 移 動 さ せ な が ら ３ 次 元 超 音 波 画 像 デ ー タ を 取 得 さ
せ る 。 例 え ば 、 駆 動 部 １ １ に よ り 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ が 図 １ の 矢 印 ３ ５ 方 向 （ 振 動 子 群
３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 配 設 方 向 ） に 直 線 状 に 移 動 さ れ て い る 際 、 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 各
超 音 波 射 出 面 か ら 同 時 且 つ 独 立 に 超 音 波 が 観 察 部 位 に 対 し て 射 出 さ れ る 。 そ し て 、 観 察 部
位 か ら 発 生 し た 反 射 エ コ ー 信 号 が ３ 次 元 超 音 波 画 像 デ ー タ と し て 各 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６

４ に よ り 受 信 さ れ る 。
ス テ ッ プ ６ ６ ： ３ 次 元 超 音 波 画 像 デ ー タ を 画 像 メ モ リ ２ ６ に 格 納 さ せ る 。 例 え ば 、 各 振 動
子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に よ り 受 信 さ れ た 各 反 射 エ コ ー 信 号 は 、 整 相 加 算 処 理 、 画 像 処 理 な ど
が 施 さ れ た 後 、 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 各 走 査 位 置 に 対 応 付 け ら れ て 画 像 メ モ リ ２ ６ の
予 め 割 り 振 ら れ た 所 定 の ア ド レ ス に ３ 次 元 超 音 波 画 像 デ ー タ と し て 格 納 さ れ る 。
ス テ ッ プ ６ ８ ： ３ 次 元 超 音 波 画 像 を 再 構 成 す る 。 例 え ば 、 画 像 メ モ リ ２ ６ の 所 定 の ア ド レ
ス に 格 納 さ れ た 各 画 像 デ ー タ が 画 像 構 成 部 ２ ４ に よ り 読 み 出 さ れ 、 読 み 出 さ れ た デ ー タ に
対 し て ボ リ ュ ー ム レ ン ダ リ ン グ な ど の ３ 次 元 画 像 構 成 処 理 が 施 さ れ る 。 つ ま り 、 各 振 動 子
群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ ご と に 取 得 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 積 み 上 げ 処 理 、 合 成 処 理 な ど が 行 わ れ
て ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 と し て 再 構 成 さ れ る 。
ス テ ッ プ ７ ０ ： 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ の 位 置 が 折 り 返 し 位 置 で あ る か 否 か を 判 定 さ せ る 。
つ ま り 、 駆 動 部 １ １ に よ り 移 動 さ れ て い る 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ が ス テ ッ プ ６ ２ で 設 定 さ
れ た 折 り 返 し 位 置 に 達 し た か 否 か が 判 定 さ れ る 。 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ が 折 り 返 し 位 置 に
達 し て い な い と い う 判 定 が な さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ ６ ４ の 処 理 、 つ ま り ３ 次 元 の 超 音 波 画
像 デ ー タ の 取 得 処 理 が 続 行 さ れ る 。
ス テ ッ プ ７ ２ ： ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を モ ニ タ ３ ０ に 表 示 し て 可 視 化 さ せ る 。 す な わ ち 、 ス
テ ッ プ ７ ０ の 処 理 で 例 え ば 振 動 子 群 ３ ６ １ が 折 り 返 し 位 置 に 達 し た と い う 判 定 が な さ れ た
場 合 、 ス テ ッ プ ６ ８ に よ り 構 成 さ れ た ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 が デ ジ タ ル ス キ ャ ン コ ン バ ー タ
２ ８ に よ り 表 示 用 の 画 像 に 変 換 さ れ 、 変 換 さ れ た ３ 次 元 超 音 波 画 像 が モ ニ タ ３ ０ に 表 示 さ
れ る 。
ス テ ッ プ ７ ４ ： 駆 動 部 １ １ の 設 定 パ ラ メ ー タ を 再 設 定 す る 。 例 え ば 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １
０ の 移 動 方 向 を ス テ ッ プ ６ ４ の 移 動 方 向 と は 反 対 方 向 に 設 定 す る 。 つ ま り 、 探 触 子 ユ ニ ッ
ト 群 １ ０ は 、 駆 動 部 １ １ に よ り 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 配 設 方 向 に 順 方 向 及 び 逆 方 向 に
往 復 運 動 さ れ る 。 こ の 際 、 移 動 変 位 、 移 動 速 度 、 初 期 位 置 、 折 り 返 し 位 置 な ど が 再 設 定 さ
れ る 。 再 設 定 後 、 ス テ ッ プ ６ ４ の ３ 次 元 超 音 波 画 像 の 取 得 処 理 が 行 わ れ る 。 な お 、 ３ 次 元
超 音 波 画 像 を 取 得 す る 観 察 部 位 の 位 置 を 設 定 変 更 す れ ば 、 パ ラ メ ー タ の 初 期 化 を 行 う ス テ
ッ プ ６ ０ の 処 理 が 繰 り 返 し て 実 行 さ れ る 。 ま た 、 制 御 部 ３ ２ か ら 中 断 指 令 、 終 了 指 令 が 伝
達 さ れ た と き 、 全 て の 処 理 が 中 断 、 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に ス テ ッ プ ６ ０ ～ ７ ４ の 処 理 に 従 っ て ３ 次 元 超 音 波 画 像 を 取 得 す れ ば 、 超 音 波 プ
ロ ー ブ ２ に 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ が 配 設 さ れ て い る の で 、 単 一 の 振 動 子 群 を 用 い
て 全 範 囲 を 走 査 す る 場 合 に 比 べ て 、 各 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ が 担 う 走 査 範 囲 を 減 縮 で き
る 。 す な わ ち 、 単 一 の 振 動 子 群 を 用 い る 場 合 に 比 べ 、 各 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 移 動 す
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る 変 位 量 つ ま り 移 動 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 走 査 開 始 か ら 終 了 ま で の
時 間 を 短 縮 で き る た め 、 ３ 次 元 超 音 波 画 像 の 計 測 時 間 を 短 縮 し て 超 音 波 画 像 の フ レ ー ム レ
ー ト を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 体 動 を 伴 う 観 察 部 位 が 走 査 時 間 内 に 動 い
た と し て も 、 単 一 の 振 動 子 群 を 用 い る 場 合 に 比 べ て 、 そ の 観 察 部 位 の 体 動 に 追 従 し た ３ 次
元 の 超 音 波 画 像 を 取 得 す る こ と が で き る の で 、 そ の 画 像 に 基 づ い て 的 確 な 診 断 を 行 う こ と
が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ に 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ が 長 手 方 向 を 平 行 に し て 等 間 隔
に 配 設 さ れ て い る の で 、 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 無 作 為 に 配 設 さ せ る 場 合 に 比 べ
て 、 各 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に 走 査 さ せ る 範 囲 を 的 確 に 決 定 す る こ と が で き る 。 し た が
っ て 、 走 査 範 囲 の 重 複 や 隙 間 の な い ３ 次 元 超 音 波 画 像 を 構 成 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す 制 御 部 の 処 理 に お い て 、 振 動 子 群 の 折 り 返 し 位 置 を 隣 接 す る 振 動 子 群 の
初 期 位 置 に 一 致 さ せ れ ば 、 よ り 一 層 隙 間 や 重 複 の な い ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を 構 成 す る こ と
が で き る 。 例 え ば 、 振 動 子 群 ３ ６ １ の 折 り 返 し 位 置 を 振 動 子 群 ３ ６ ２ の 初 期 位 置 に 一 致 さ
せ れ ば 、 振 動 子 群 ３ ６ １ の 走 査 範 囲 と 振 動 子 群 ３ ６ ２ の 走 査 範 囲 の 間 に 隙 間 が 生 じ な い の
で 、 再 構 成 さ れ る ３ 次 元 超 音 波 画 像 に 隙 間 な ど が 生 じ る こ と を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 図 ４ に 示 す 制 御 部 の 処 理 に お い て 、 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に よ り 反 射 エ コ ー 信
号 を 受 信 す る 毎 に 、 そ の 反 射 エ コ ー 信 号 か ら ３ 次 元 超 音 波 画 像 を 表 示 さ せ る こ と も で き る
。 つ ま り 、 各 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に よ り 受 信 さ れ た 信 号 に 基 づ い て リ ア ル タ イ ム に ３
次 元 超 音 波 画 像 を 表 示 部 に 表 示 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 平 面 す な わ ち 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ の 底 面 に 沿 っ
て 長 手 方 向 を 平 行 に し て 等 間 隔 に 配 設 し て い る の で 、 そ の 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ を 振 動 子
群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 短 軸 方 向 に 往 復 運 動 さ せ る 際 、 各 振 動 子 群 ３ ６ １

～ ３ ６ ４ を 同 時 に 駆 動 す れ ば 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ は 往 路 だ け で な く 復 路 で も 画 像 を 取
得 で き る の で 、 ３ 次 元 超 音 波 画 像 の フ レ ー ム レ ー ト を よ り 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ の 駆 動 部 １ １ は ケ ー ス ３ ４ に 固 定 さ れ て い る の で 、
例 え ば 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ を 安 定 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 歪 み な ど が
生 じ な い ３ 次 元 超 音 波 画 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 １ に よ れ ば 、 操 作 卓 ３ ３ に よ り 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １
０ の 駆 動 パ ラ メ ー タ を イ ン タ ラ ク テ ィ ブ つ ま り 対 話 的 に 設 定 す る こ と が で き る の で 、 単 一
の 振 動 子 群 に 代 え て 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 用 い る 場 合 で も 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２
の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 検 者 の 異 同 に か か わ ら ず 、 体 動 に 追 従
し た ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を 的 確 に 取 得 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 施 形 態 ２ ）
図 ５ は 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態 が 第 １ の 実
施 形 態 と 異 な る 点 は 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 曲 面 上 に 配 設 し
、 そ の 曲 面 の 沿 っ て 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ を 走 査 さ せ る よ う に し た こ と に あ る 。 し た が っ
て 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 機 能 及 び 構 成 を 有 す る 部 品 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 示 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ は 、 ケ ー ス ３ ４ 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ 、
駆 動 部 １ １ 、 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ 、 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。 ケ ー
ス ３ ４ は 、 横 断 面 が ほ ぼ 扇 形 を 有 し た 形 状 の 胴 部 ８ ０ ａ と 、 胴 部 ８ ０ ａ の 天 井 部 す な わ ち
被 検 体 側 と は 反 対 側 の 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 横 断 面 が ほ ぼ 矩 形 に 形 成 さ れ た 把 持 部 ８ ０ ｂ
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を 有 し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 胴 部 ８ ０ ａ の 被 検 体 側 に 位 置 す る 円 弧 状 の 底 面 に 、 超 音
波 透 過 窓 ３ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 把 持 部 ８ ０ ｂ の 内 側 に は 駆 動 部 １ １ が 固 定 さ
れ 、 そ の 底 面 側 に 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ は 、 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を そ の 長 手 方
向 を 平 行 に し て 等 間 隔 に 、 胴 部 ８ ０ ａ の 円 弧 状 の 底 面 に 沿 わ せ て ほ ぼ 扇 形 に 配 列 し 、 樹 脂
等 に よ り 固 定 し て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 各 振 動 子 群 を 支 持 す る 支 持 体 に ネ ジ 止 め 等 で 機
械 的 に 固 定 し て も 良 い 。 ま た 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ は 、 駆 動 部 １ １ に よ り 支 点 ８ ２ 周 り
に 揺 動 可 能 に 駆 動 部 １ １ に 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ 及 び 駆 動 部 １
１ と ケ ー ス ３ ４ の 内 壁 と に よ り 形 成 さ れ る 空 間 に は 、 超 音 波 伝 達 物 質 が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ の 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ は 、 制 御 部
３ ２ の 指 令 に 基 づ い て 駆 動 部 １ １ に よ り 支 点 ８ ２ 周 り に 回 転 駆 動 さ れ 、 図 示 矢 印 ８ １ の 円
弧 方 向 に 沿 っ て 往 復 走 査 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群 １ ０ は 扇 形 に 走 査 さ れ 、
振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 平 面 状 に 配 設 し て な る 第 １ 実 施 形 態 に 比 べ て 、 走 査 可 能 な 視 野
範 囲 を 拡 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 ケ ー ス ３ ４ に 把 持 部 ８ ０ ｂ を 設 け る こ と に よ り 、 検 者 例 え ば 医 者 は 、 胴 部 の み か ら
な る 場 合 に 比 べ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ を 容 易 に 把 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 実 施 形 態 ３ ）
図 ６ に 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 ３ の 実 施 形 態 を 斜 視 図 に し て 示 す 。 本 実 施 形 態 の 超
音 波 プ ロ ー ブ ２ が 第 １ 又 は 第 ２ の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 被 検 体 の 体 腔 内 に 挿 入 し て ラ ジ
ア ル 走 査 す る 場 合 に 適 し た 構 成 と し た 点 に あ る 。 図 示 の よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ は 、 リ
ニ ア 形 の 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 回 転 軸 ８ ４ に 軸 対 称 に 、 か つ 回 転 軸 ８ ４ の 周 り
に 回 転 可 能 に 配 設 し て 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ は 回 転 軸
８ ４ に 同 軸 に 固 定 さ れ た 断 面 十 字 状 の 支 持 部 材 ８ ３ の ４ つ の 突 出 部 に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て
い る 。 回 転 軸 ８ ４ は 駆 動 部 １ １ に よ り 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 駆 動 部 １ １ は 円 盤 状 の
固 定 部 ８ ５ に 固 定 さ れ 、 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ と 駆 動 部 １ １ を 包 囲 し て 円 筒 状 の 超 音 波
透 過 窓 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 円 筒 状 の 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ の 内 部 に は 、 超 音 波 伝 達 物 質 が
充 填 さ れ て い る 。 ま た 、 固 定 部 ８ ５ よ り も 下 部 に 円 筒 状 の ケ ー ス ３ ４ か ら な る 把 持 部 が 設
け ら れ て い る 。 な お 、 図 示 し て い な い が 、 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 又
は 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 設 け ら れ 、 送 信 パ ル ス 発 振 器 １ ２ や 受 波 回 路
１ ４ に 接 続 す る 配 線 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る こ と か ら 、 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ か ら は 、 固 定 軸 ８ ３ に 対 し て 放
射 状 に 超 音 波 が 射 出 さ れ 、 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ を 透 過 し て 被 検 体 の 体 腔 内 壁 か ら 被 検 体 内 に
照 射 す る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 胃 や 消 化 器 な ど の 体 腔 内 に 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ
ー ブ ２ を 挿 入 し 、 駆 動 部 １ １ に よ り 回 転 軸 ８ ４ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 単 一 の 振 動 子 群
を 機 械 的 に 回 転 さ せ て 全 範 囲 を 走 査 す る 場 合 に 比 べ て 、 各 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 走 査
範 囲 す な わ ち 移 動 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 走 査 開 始 か ら 終 了 ま で の 時 間
を 短 縮 で き る た め 、 ３ 次 元 超 音 波 画 像 の 計 測 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 フ
レ ー ム レ ー ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る の で 、 体 動 を 伴 う 観 察 部 位 の 動 き に 追 従 し た ３ 次
元 超 音 波 画 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 に な る 。
（ 実 施 形 態 ４ ）
図 ７ に 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 ４ の 実 施 形 態 を 斜 視 図 に し て 示 す 。 本 実 施 形 態 が 図
６ の 第 ３ の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 リ ニ ア 形 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に 代 え て 、 超 音 波
射 出 面 を 円 弧 状 に 配 列 し て な る コ ン ベ ッ ク ス 形 の 振 動 子 群 ８ ６ １ ～ ８ ６ ４ を 用 い た こ と に
あ る 。 他 の 構 成 要 素 は 図 ６ の も の と 同 じ 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
各 振 動 子 群 ８ ６ １ ～ ８ ６ ４ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 振 動 子 群 ８ ６ １ と 同 一 の 構 成 を 有 し て
い る 。 な お 、 図 に お い て は 、 音 響 レ ン ズ を 取 り 除 い た 振 動 子 群 ８ ６ １ の 構 成 例 を 示 し て い
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る 。 図 示 の よ う に 、 振 動 子 群 ８ ６ １ は 、 被 検 体 に 超 音 波 を 送 波 す る と 共 に 被 検 体 か ら の 反
射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 複 数 の 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ 、 バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ 、 ５ ０ ｂ 、
マ ッ チ ン グ 層 ４ ８ １ ～ ４ ８ ｎ ＋ １ な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。 バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ は 直 方 体 状
に 形 成 さ れ 、 そ の 振 動 子 に 円 弧 状 に 形 成 さ れ た バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ ｂ が 重 ね て 設 け ら れ て い
る 。 そ の バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ ｂ の 曲 面 に 沿 っ て 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ が 接 合 さ れ て い る
。 ま た 、 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ は 、 バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ の 曲 面 に 沿 っ て 長 手 方 向 を 平 行
に 等 間 隔 に 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 場 合 、 バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ と ５ ０ ｂ を 一 体 化 し た も
の を 用 い る こ と が で き る の は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 振 動 子 群 ８ ６ １ を 用 い れ ば 、 バ ッ キ ン グ 材 ５ ０ ｂ の 曲 面 か ら 放 射 状
つ ま り 扇 形 に 超 音 波 を 送 受 信 す る こ と が で き る た め 、 複 数 の 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ を
平 面 に 配 列 さ せ た 場 合 に 比 べ て 、 視 野 角 を 大 き く で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 超 音
波 プ ロ ー ブ ２ を 用 い れ ば 、 視 野 を 広 げ た 扇 形 領 域 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 ま た
、 単 一 の 振 動 子 群 を 回 転 さ せ る 場 合 に 比 べ て 、 走 査 時 間 を 短 縮 さ せ て フ レ ー ム レ ー ト を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
（ 実 施 形 態 ５ ）
図 ９ に 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 ５ の 実 施 形 態 を 斜 視 図 に し て 示 す 。 本 実 施 形 態 が 図
６ の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 リ ニ ア 形 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 回 転 軸 ８ ４ に 対 し て 長
手 方 向 を 放 射 状 に 配 設 し て な る こ と に あ る 。 す な わ ち 、 第 ３ 及 び ４ の 実 施 形 態 で は 、 体 腔
内 か ら 体 腔 壁 に 対 し て 放 射 状 に 超 音 波 を 送 受 す る こ と に よ り 撮 像 す る 場 合 に 好 適 な 例 で あ
る が 、 本 実 施 形 態 は 、 体 腔 内 の 挿 入 方 向 に 超 音 波 を 送 受 し て 、 進 行 方 向 の ３ 次 元 撮 像 を す
る 場 合 に 好 適 な 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る 。 し た が っ て 、 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 回 転 軸 ８
４ に 対 す る 取 り 付 け 方 が 異 な る こ と 、 及 び 超 音 波 透 過 窓 ３ ８ が 円 筒 状 の ケ ー ス ３ ４ の 端 面
の 形 成 さ れ て い る こ と が 異 な る 他 は 、 図 ６ の 構 成 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ を 用 い れ ば 、 例 え ば 血 管 を 閉 塞 し て い る 血 栓 な ど
を 観 察 す る こ と が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ を 血 管 内 に 挿 入 し て 駆 動 部 １
１ に よ り 回 転 軸 ８ ４ を 回 転 さ せ る 際 、 そ の 挿 入 方 向 に 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ の 超 音 波 射
出 面 か ら 超 音 波 を 送 受 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 血 管 を 閉 塞 し て い る 血 栓 の ３ 次 元
の 超 音 波 画 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 複 数 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ を 回 転 さ せ な が ら 同 時 か つ 独 立 に 走 査 す る の で 、 単
一 の 振 動 子 群 を 機 械 的 に 回 転 さ せ て 全 範 囲 を 走 査 さ せ る 場 合 に 比 べ て 、 各 振 動 子 群 ３ ６ １

～ ３ ６ ４ の 回 転 移 動 量 を ９ ０ 度 に 低 減 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 走 査 開 始 か ら 終 了
ま で の 時 間 を 短 縮 で き る た め 、 ３ 次 元 画 像 の 計 測 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果
、 フ レ ー ム レ ー ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る の で 、 体 動 を 伴 う 観 察 部 位 の 動 き に 追 従 し た
３ 次 元 超 音 波 画 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 に な る 。
（ 実 施 形 態 ６ ）
図 １ ０ に 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ を 斜 視 図 に し て 示 す 。 本 実 施 形 態
は 、 図 ９ の 実 施 形 態 の リ ニ ア 形 の 振 動 子 群 ３ ６ １ ～ ３ ６ ４ に 代 え て 、 図 ８ に 示 し た コ ン ベ
ッ ク ス 形 の 振 動 子 群 ８ ６ １ ～ ８ ６ ４ を 配 設 し て 構 成 し た 点 が 異 な る 。 こ れ に よ れ ば 、 複 数
の 振 動 子 ４ ６ １ ～ ４ ６ ｎ ＋ １ を 平 面 に 配 列 さ せ た 場 合 に 比 べ て 、 視 野 角 を 大 き く で き る の
で 、 撮 像 範 囲 を 広 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 ３ 次 元 の 超 音 波 計 測 時 間 を 短 縮 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 、 実 施 形 態 １ 乃 至 ６ に 基 づ い て 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 及 び 超 音 波 診 断 装 置 を 説 明 し
た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 ２ 、 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ７ 、 図 ９ 、 図 １ ０ で
は 、 説 明 の 煩 雑 さ を 避 け る た め に 、 ４ つ の 振 動 子 群 を 配 設 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ に つ い て 説
明 し た が 、 振 動 子 群 の 数 を 適 宜 増 や す こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 そ の 複 数 の 振 動 子 群 を 一
定 距 離 ご と 或 い は 一 定 角 度 ご と に と い っ た 等 間 隔 を 持 た せ て 配 設 す る の が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に は 、 図 ３ に 示 す リ ニ ア 形 の 振 動 子 群 、 或 い は 図 ８ に
示 す コ ン ベ ッ ク ス 形 の 振 動 子 群 の い ず れ か の 振 動 子 群 を 適 宜 組 み 合 わ せ て 構 成 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 リ ニ ア 形 の 振 動 子 群 及 び コ ン ベ ッ ク ス 形 の 振 動 子 群 に 限 ら ず 、 セ ク タ 形
の 振 動 子 群 な ど 一 般 的 な 振 動 子 群 を 超 音 波 プ ロ ー ブ に 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ３ 次 元 計 測 時 間 を 短 縮 可 能 な 超 音 波 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し て な る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ に 配 設 さ れ る 振 動 子 群 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 制 御 部 の 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 図 ８ 】 振 動 子 群 の 他 の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に お け る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 他 の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置
２ 　 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
１ ０ 　 　 探 触 子 ユ ニ ッ ト 群
１ １ 　 　 駆 動 部
１ ２ 　 　 送 波 パ ル ス 発 振 器
１ ４ 　 　 受 波 回 路
１ ６ 　 　 整 相 回 路
２ ４ 　 　 画 像 構 成 部
２ ６ 　 　 画 像 メ モ リ
３ ０ 　 　 モ ニ タ
３ ２ 　 　 制 御 部 ３ ２
３ ３ 　 　 操 作 卓
３ ４ 　 　 ケ ー ス
３ ６ １ ～ ３ ６ ４ 　 振 動 子 群
３ ８ 　 　 超 音 波 透 過 窓
４ ６ １ 　 ～ ４ ６ ｎ ＋ １ 　 　 振 動 子
８ ４ 　 　 回 転 軸

10

20

30

(10) JP 2004-222798 A 2004.8.12



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(11) JP 2004-222798 A 2004.8.12



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(12) JP 2004-222798 A 2004.8.12



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(13) JP 2004-222798 A 2004.8.12



专利名称(译) 超声波探头和超声波诊断仪

公开(公告)号 JP2004222798A 公开(公告)日 2004-08-12

申请号 JP2003011408 申请日 2003-01-20

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立医药

申请(专利权)人(译) 株式会社日立メディコ

[标]发明人 大澤孝也

发明人 大澤 孝也

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/BB03 4C601/BB07 4C601/BB08 4C601/BB13 4C601/BB14 4C601/BB16 4C601/BB21 4C601
/BB22 4C601/BB23 4C601/EE07 4C601/EE08 4C601/GA02 4C601/GA03 4C601/GA11 4C601/GB04 
4C601/GC02 4C601/GC10 4C601/JC21 4C601/LL02

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够减少三维测量时间的超声探头。 解决方
案：超声波探头2是一个换能器组，其中排列有多个换能器461至46n + 
1 ，用于将超声波发送到对象并接收对象反射的回波信号。 其中间隔设
置多个361至364的探针单元10，以及用于沿布置方向扫描换能器组361
至364的驱动单元。 它包含11和。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/61d1ba58-e9c3-4bb7-8f3b-65c3f0124289
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032900321/publication/JP2004222798A?q=JP2004222798A

